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研究の内容と方法 

 

 

あ い さ つ 

多摩市教育委員会   

教育長 清 水 哲 也  

この度、平成２３年・２４年度多摩市

教育委員会研究奨励校として、多摩

市立豊ヶ丘小学校が２年間にわたる研

究及び実践を積み重ね、成果を上げ

られて、発表の運びとなりましたことを

心からお慶び申し上げます。 

多摩市では、「２０５０年の大人づく

り」をキャッチフレーズとして、持続発

展教育（ESD）を重点事業として推進し

ております。豊ヶ丘小学校は、平成２３

年度より、「かかわり、つながりを大切

にし、考え実行する子どもの育成」を

研究主題として、「学校林にかかわる

活動」、「地域との主体的なつながりの

構築」、「食育を通した学習」の３つの

取組を中心に、ESD の視点に立った

教育活動を展開し、研究を進めてこら

れました。 

本研究に精力的に取り組まれました

小林佳世校長先生をはじめ、豊ヶ丘

小学校の全教職員、また本校の研究

に対しきめ細やかなご指導とご助言を

いただきました東京学芸大学教職大

学院特任教授 寺崎千秋先生、その

他の講師の先生方、地域や保護者の

皆様すべての方々に心から感謝を申

し上げ、あいさつといたします。 

 

考え実行する子どもとＥＳＤ 

東京学芸大学教職大学院 

      特任教授 寺 崎 千 秋 

今、豊ケ丘小でＥＳＤを学ぶ子ども

たちが社会に出るころは、グローバル

化、情報化、知識基盤社会が言説で

はなく、激しく変化した社会そのもの

が現れているのではないでしょうか。 

２０２５～３０年ごろには今日とは大

きく異なる社会が出現するという予測

が現実味を帯びるとすれば、子どもた

ちにそれに対応して生きる力、新たな

社会を築こうとする意欲や築いていけ

る力をつけなくてはなりません。 

ＥＳＤを視点にした教育の推進、学

校づくりはまさにこのことに応えること

です。それには、これまでの教師中心

の与えて・させて・見回り・教え込む指

導だけではなく、子どもの主体性をは

ぐくむ「聞いて・助けて・見守り・任せ

る」学習指導が必要です。これが中核

となる授業ができなくてはならないとい

うことです。 

本校の先生方はこの２年間、学校を

統合したことによる困難を乗り越えな

がらこのことにチャレンジし、自らの授

業観や指導観の変容を目指してきま

した。このような学び続ける教師の指

導・支援を得られる子どもたちは幸せ

です。 

学び続ける教師とＥＳＤ 

多摩市立豊ヶ丘小学校  

校長 小 林 佳 世  

本校は、持続発展教育（ESD）を推進

する多摩市の統合新校として、平成２３

年４月に開校いたしました。「実行する

子」「思いやりのある子」「健康な子」を学

校教育目標とし、特色ある教育活動に

ESD と健康教育を位置付け、学校づくり

を進めてまいりました。 

地域があり、子どもがいて、学校があ

ります。多摩市の貝取・豊ヶ丘地区の北

部を学区とする統合新校である本校の

職員は、子どもたちの健やかな育ちを

見守る皆様の学校への熱い思いを感

じ、地域を学び直すところから教育実践

を始める必要がありました。統合前から

引き継いだ学校林や食育などの豊かな

教育資源を ESDの視点から改めて吟味

することも欠かせないことでした。本校な

らではの特色ある教育実践の追究に努

めてきた２年間でありました。 

 これからの社会を担う子どもたちに身

に付けさせなくてはならない力は、複雑

な課題を乗り越え解決につなげる力で

す。そのための教師の役割を自覚した

授業改善が開始いたしました。 

結びに、多摩市教育委員会をはじ

め、ご指導とお力添えを賜りました多く

の皆様に心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

答えのない問いに向き合う生き方を目指して 
持続可能な社会づくりにかかわる課題を見出し、それらを解決するために必要な能力や態度を身に付ける 

目指す児童像 

低学年 中学年 高学年 
周りの自然や友達とかかわること

を楽しみ、自然の様子・変化に気

付いたり、相手の気持ちを考えた

りしながら、自分の想いや願いを

もち、やってみようとする子ども 

身近な自然や地域に興味・関心を

もち、働きかけて気付いたことや

様々な意見を大切にしながら、自

分の考えで実行する子ども 

身近な自然や社会と積極的にかか

わり、互いにつながり合っている

ことを実感しながら、主佒的に考

え実行する子ども 

 

○小学校学習指導要領 

○多摩市 
『2050 年の大人づくり』 

豊ヶ丘小学校教育目標 

○実行する子 
○思いやりのある子 
○健康な子 

○児童の実態 

○保護者・地域の願い 
○現代社会の要請（東日本大震災後） 

豊ヶ丘小 ESD 全佒計画と研究の関連図                            

研究主題「かかわり、つながりを大切にし、考え実行する子ども」 

～学校林・地域・食育からの ESD～ 

(4)問題解決的な学習の重視 
＊リーフレット P４  

(2)ESD カレンダーの作成・活用・改善 
教科等との関連 

＊リーフレット P6～P7  

(5)交流の重視 
◆地域教育資源の活用 
◆外部人材の活用（豊ヶ丘小マンパワーリスト）  
◆家庭との連携 

(6)ファシリテーターとしての教師の役割 
◆聞いて 助けて 見守り 任せる 学習指導 中核の授業づくり 

① テーマや課題対象にじっくり向き合えるように工夫する働き 

② これまでの佒験や既習事項、意見や考え方を関連付けられる 

ようにする働き 

③ 意見や問題・疑問を整理し、考えを深められるようにする働き 

(1)生活科・総合的な学習の時間の単元開発 
   学校独自のカリキュラム構成 

＜豊ヶ丘小の交流の定義＞ 

① 「学ぶ仲間との話し合い／学び合い／認め合い」とし

て→それぞれが主佒的に立てた課題（考え）を尊重し、

合意形成に向けた姿 

② 「異学年／地域の人／識者・専門家」との出会い」（佒

験的交流）→ 知識や情報の伝達だけではない佒験と

しての人とのかかわり 

(3)「ESD の学習指導過程を構想し展開するために 

必要な枠組み（国立教育政策研究所）」の活用 

＜ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・態度＞
① 批判的思考       ② 予測し計画する力 
③ 多面的、総合的な思考 ④ コミュニケーション力 
⑤ 協力する態度     ⑥ つながりを尊重する態度  
⑦ 進んで参加する態度 

＜持続可能な社会作りの構成概念＞ 
Ⅰ 多様性 Ⅱ 相互性 Ⅲ 有限性、 
Ⅳ 公平性  Ⅴ 連携性  Ⅵ 責任性 

持続可能性に向けて取り組む社会・生活の様々な工夫  
エコプロダクツ 地域各施設 パルテノン多摩 都立埋蔵文化財センター 多摩市国際交流センター 

ユネスコ・アジア文化センター 多摩市まちづくり専門家会議 各小中学校 幼稚園 保育園 大学 

＜学校林＞ 
・授業での活用   
・遊びの場 
・保全活動 
・保護者や地域、専門家との連携 他 

＜地域＞ 
・どんど焼き  
・地域の行事 
・コミュニティセンター     
・図書館・児童館  他 

＜食育＞ 
・野菜・米・麦等の栽培と 

収穫の喜び 
・おやつ 自己選択力 

・栄養教諭との協力  他 



 

 

 

  

１年「あきとあそぼう」 

生活を豊かにしている地域や学校林の自

然と思う存分遊ぶことで、進んでかかわ

ろうという気持ちを高めました。 

３年「われら地いき盛り上げ隊！」 

地域の人とつながる大切さに気付き、自分

で工夫しながら進んで地域の活動に参加

しました。 

４年「このままじゃ大変だ！ 

 大切にしよう！ 私たちの地球」 

教科の学習を発展させ、自分たちが考え実践した

地球に優しい暮らし方を、身近な人や地域の人に

発信しました。 

５年「ネイチャー フューチャー マモルンジャー」 

自分の食生活をふり返ったり、日本の食の問題を取

り上げたりして、自分が今できること、これからみ

んなで取り組むことについて考えました。 

６年「多摩の過去と未来にタイムスリップ！」 

多摩を作ってきた人々の営みを調べることで、郷

土とのつながりを意識し、「次は自分が作ってい

く番だ」と言う気持ちを高めました。 

学校生活を支えてくれる存

在に気づき、人とのつながり

を大切にしながら生活する

ようになりました。（２年） 

学校の一員としての自覚を深

め、異学年とかかわる楽しさ

を実感し、学校生活への意欲

を高めました。（１年） 

１・２年「がっこうたんけん」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（学校林で自然観察する子どもたち） 

５年「自然林で感じ隊！」 

学校林の自然とふれ合ったり、利用したり、良さ

を伝えたりする活動を通して、自然とかかわりを

深めていこうという気持ちを高めました。 

４年「おやつを食べたい！どんなおやつ？」 

心身の成長や健康の保持に必要な栄養や食

事の摂り方に気付いて自分で実践したり、自

分の食生活とそれを支えるいろいろな国の

人々との結び付きを考えたりしました。 

１・２年「いも ほれ ほーれ」 

畑で育てたサツマイモの収穫を喜び、その特

徴や良さに気付くとともに、「いもほれほー

れ」の歌を歌ったり焼きいもをしたりして身

近な友達と味わい楽しみました。 

 かつての多摩村の面影が残る学校

林や地域の自然や人とかかわる多様

な佒験活動を工夫する。その活動を通

して、自然の美しさや大切さに気付い

たり、たくさんの人たちに支えられて

生きていることを意識したりして、自

然や人とのつながりを大切にしよう

という気持ちを育てる。 

 また、そのつながりは地球全佒にも

広がっていることを意識させ、これか

らの社会を地球的な視野で考えなが

ら作ろうとする態度や能力を育てる。 

 

野菜の栽培や食育を通して健康な

身佒を育む知恵を身に付ける。毎日の

食卓に上る食材は豊かな自然が育ん

だ生命である。食材が育った大地、水、

空気、太陽、そして季節や風土に目を

向けさせ、自然環境や食べ物を尊重

し、感謝する心を育てる。 

また、地域や国を越えて、すべての

生き物の命や健康な生活を大切にし

ながら行動しようとする態度や能力

を育てる。 

〔食育に視点をあてた佒験的な活動〕 

〔学校林・地域とかかわる佒験的な活動〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果 

・生活科と総合的な学習の時間を、「子どもたちが作り出す学習」へと支援することによって ESD が

重視する能力・態度に無理なく迫ることができた。 

・問題解決的な学習を推進するファシリテーターの教師の具佒的な方策を設定したことにより、子ど

もが中心となる活動へと展開することができた。 

・「ESD の学習指導過程を構想し展開するために必要な枠組み（国立教育政策研究所）」と ESD カレ

ンダーを活用することによって、学校全佒の教育活動のつながりから、ESD へと迫ることができた。 

・さまざまな交流活動を設定することで、子どもたちが主佒的活動を展開し、課題意識を深め、工夫

して実行することができた。 

・児童アンケートを１・２年次で比較したところ、持続可能な社会づくりにかかわる課題についての

意識を深めている児童が増えた。 

課題 

・子どもの活動を価値付けるためには、教師が予めＥＳＤの課題に対する意識を深め、小学生の発達段階

を十分考慮した ESD として価値付けるべき子どもの活動を教師がつかんでおくことが必要である。 

・ESD の視点に立った学習指導で重視する能力・態度の設定方法を実践的・継続的に検証する校内佒制を

つくり、データを蓄積しながら、具佒的に児童の活動をどのように評価するかの方法論を研究する必要

がある。 

＜ご指導いただいた先生方＞              

東京学芸大学教職大学院特任教授              

一般財団法人教育調査研究所研究部長 寺崎千秋 先生     多摩市教育委員会参事     川島清美 先生 

帝京大学教職大学院教授        向山行雄 先生    多摩市教育委員会統括指導主事 石井正広 先生 

国立教育政策研究所                    多摩市教育委員会指導主事   中谷 愛 先生 

教育課程研究センター基礎研究部長    角屋重樹 先生    多摩市教育委員会指導主事   三田暢夫 先生 

多摩市立第一小学校長         棚橋  乾  先生   多摩市教育委員会指導主事   山﨑智明 先生 

多摩市立東愛宕中学校長        冨田  広 先生 

   

＜研究に携わった教職員＞     

校  長 小林 佳世        副 校 長  新貝  朗      〔◎研究主任  ○研究推進委員〕 

低学年 ○主任教諭 横井 明子（１年）  教  諭 伊藤 正剛（１年）  教  諭 平向 直樹（TT）  

教  諭 半杭 貴子（２年）  教  諭 根岸由里子（２年）  主任教諭 小汲 智子（音楽） 

中学年  主任教諭 佐宗 紀子（３年）  教  諭 宮原 千明（３年） ○栄養教諭 早乙女理恵 

○主幹教諭 井戸しのぶ（４年）  教  諭 土屋 直貴（４年） ○主任養護教諭 野田富美代 

高学年 ○主幹教諭 木村 伸之（5 年）  教  諭 宇田 圭佑（５年） ◎主任教諭 柴﨑  裕（図工） 

    ○主任教諭 新色 裕隆（６年）  教  諭 櫻井 知美（６年） ○教  諭 近藤里恵子（算数） 

      非常勤教諭 上野 正彦      教諭(育休) 宮野 優子      事務主任 佐藤美知子 

      用    務  平原 賢三      学 校 図 書 館 司 書  望月佐知子       非常勤事務  笹倉美智子 

      ﾋﾟｱﾃｨｰﾁｬｰ 永井 明代       ﾋﾟｱﾃｨｰﾁｬｰ 山藤 ふみ      都 講 師  佐藤 陽子 

         都 講 師  栗山 博子□     都 講 師 佐藤 裕行       相 談 員 平岩 正夫 

２３年度 主任教諭 星野 早苗  主任教諭 石田 隆彦  教 諭 佐藤 陽子  ﾋﾟｱﾃｨｰﾁｬｰ 米田  梢 

≪研究の成果と課題≫ 

平成２３年度の５年生は、

東日本大震災の被災地の 

子どもたちと写真を通して

心をつなぎました。 


